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【298】
論 文 の 内 容 の 要 旨
（目的）
　Sterol regulatory element-binding protein-1c (SREBP-1c) はトリグリセライド合成系の諸酵素の活性を調節して
いる転写因子であり，摂食後に肝臓や脂肪組織において顕著に発現が誘導される。この摂食応答の転写調節
のメカニズムを解明するために，ルシフェラーゼ・レポーター遺伝子を挿入したアデノウイルス・ベクター












　マウス SREBP-1c遺伝子の転写開始点上流約 2.2kbpの 5'上流プロモーター領域から数百塩基ずつ欠失さ
せていき，ルシフェラーゼ・レポーター遺伝子に繋げたアデノウイルス・ベクターを作製し，摂食応答を測
定したところ，LXR（Liver X recepter，in vitroにおいて SREBP-1cのプロモーター活性を上昇させることが









　なお，提出論文は「Takeuchi, Y. et al. Biochim Biophys Res Commun 363, 329,2007」であるが，審査委員会で
はその後の研究についても説明及び質疑応答がなされ，その追加部分を含めて審査が行われた。
　学位論文審査委員会において審査委員全員出席のもとに最終試験を行い，論文について説明をもとめ，関
連事項について質疑応答を行った結果，審査委員全員によって合格と判定された。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
